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外国語授業分析法の概観と英語授業評価基準の提案
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　授業分析の主な方法としては、1970 年に Flanders（1970）の Flanders' Interaction Analysis 
Categories（FIAC）、Wragg（1970） の Interaction Analysis in the Foreign Language Classroom、
1971 年に Moskowitz（1971）の Foreign language  interaction analysis（Flint）、1980 年代には
Spada（1995）らの Communicative Orientation of Language Teaching（COLT）などが提案された。
次にこれらの分析法の概要と問題点について考察を加える。
　（1）Flanders' Interaction Analysis Categories（FIAC）
　Flandersは教師の行動が学習結果にどのような成果を及ぼすのかについて、実際の教室内
での発話を詳細に記録し、数量化する研究法を生み出した。1950 年代に提案された Flanders’ 
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3秒ごとの各発話を次に示す 1から 10 までのカテゴリー番号に従い、所定の表の縦軸と横軸の
交差する部分に「正」の字を書き、加算する。発話の分類は次の 10 項目で行われる。（資料 1
の 1参照）
　Flanders の相互作用分析カテゴリー
　【Teacher talk: Indirect influence】（教師の発話：間接的影響）
　　1. Accept feelings（生徒の感情や態度の受け入れ）
　　2. Praises or encourages（激励や称賛）
　　3. Accepts or uses ideas of student（生徒の提案の受け取りや活用）
　　4. Asks questions（教師から生徒への発問）
　【Teacher talk: Direct influence】（教師の発話：直接的影響）
　　5. Lecturing（講義）
　　6. Giving directions（指示）



































表 3　教師、生徒の発話の LI、L2 の使い分けの割合
教師の発言
教師 L1 70 53.44%
教師 L2 25 19.08%
Total 95 72.52%
生徒の発言
生徒 L1 26 19.85%





ゴリー 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計
1 1 1 2
2 1 2 3 3 1 10
3 1 1 1 3
4 2 1 5 1 15 1 25
5 10 10 5 3 4 32
6 2 3 2 5 1 8 1 22
7 1 1 2
8 1 4 3 5 4 7 1 2 27
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　　 　発話は 3秒毎の区切りではなく、発話を一文ごとに区切って分析を行った。コーディン
グの方法は、たとえば発話が上の表の 5, 5, 4, 8, 2, 4, 8 と続いた場合は、5-5, 5-4, 4-8, 8-2, 























































　（2）Interaction Analysis in the Foreign Language Classroom
　これに対してWraggは Flandersの FIACを改良して、対象言語の使用と母語の使用を区別す
ることにより、外国語の授業に特化した分析システ Interaction Analysis in the Foreign Language 
Classroomを提案した。この方法により、対象言語と母語の発話量を分類して、それぞれの発話
量の割合を知ることが可能となった。Flandersの提案した10個の項目を母語によるカテゴリ （ー1
～ 10）に、対象言語による同じ 10 個のカテゴリー（11 ～ 20）を加え、合計で 20 個の項目から
なるマトリックスを作成し、FIACと同様の手法で分析を行った。しかし、 Wraggの分析法とそ





　　使用教材：World Trek English Reading Lesson 5 Noise or Sounds Unit 1
　　本時の目標：1．騒音（noise）と音（sounds）の違いについて理解を深める。
－ 36 －
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　　 　「教師の英語」は 45％、「教師の日本語」は 24％で、英語と日本語の比率が約 2対 1になっ
ていることが分かる。同じように「生徒の英語」16％、「生徒の日本語」7％で、英語と日






































　（3）Foreign language interaction analysis（Flint）










　　01. Deals with feelings
　　02. Praises or encourages
　★02a. Jokes（冗談）
　　03. Uses ideas of students




　★05a. Corrects without rejection（反応の受け入れと誤りの訂正）
　　06. Gives directions
　★06a. Directs pattern practices（文型練習を指示する）
　　07. Criticizes student behavior
　★07a. Criticizes student response（生徒の応答を評価する）
　Student Talk
　　08. Student response, specific
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　★13. Uses the native language（母語の使用）
　★14. Nonverbal（非言語的な反応）










　　使用教材：Prominence English Reading Lesson 7: “Getups”













































































1 2 2a 3 3a 4 5 5a 6 6a 7 7a 8 8a 9 10 10a 11 11a 12 12a Total

























して、褒めるという行為を怠っている。ビデオを見てみると、“OK” や “Yes” を高く、大き























ン活動を重視した教育観が広まってきた。1984 年に Allenと Nina Spadaによってコミュニケー
ション重視の授業観察法である The Communicative Orientation of Language Teaching（COLT）
が提案された。
　COLTは Part Aと Part Bの 2つのパートに分かれているが、Part Aは教室で行われる言語活
動を観察しながら、自由に記述する方式である。その分析項目は 7つの大項目に分かれており、





　　5. 発話の主体（教師 /テキスト、教師 /テキスト /生徒、生徒のみ）
　　6. 使用スキル（4技能）
　　7. 教材（種類、話者・筆者）











　受講生の山口（2008）は自分の模擬授業について量的分析を行った後、さらに COLT Part B
を用いて質的分析を行い、次のような分析結果を提出している。
　　対象：高校 1年生





　　 　Spadaなどによって開発された COLTは、Part A、Part B からなる。Part Aでは教室内で
の言語活動と指導過程をリアルタイムで観察・記録する方法であり、いくつかのカテゴリー
－ 44 －
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表 7　指導案における指導計画と模擬授業での実施状況の比較
活動 指導計画（分） 模擬授業での実施状況
1．あいさつ 1 13 秒
2．Worm-up（Small Talk） 2 1 分 30 秒
3．前時の復習（内容確認） 5 1 分 00 秒
4．本文の導入 5 8 秒
5．本文内容 12 12 分 52 秒
6．言語材料の導入と練習 12 15 分 30 秒
7．音読活動 4 省略













































































　　 　一方、Part B では教師と学習者、または学習者と学習者との実際の発話をいくつかのカ
テゴリーに分類して分析することによって、授業全体のコミュニケーションヘの指向性な
ど、より詳しい授業の特徴を明らかにすることができる（河合他、2007）。




　　 　COLT Part B の分析方法は1つではない。このレポートの分析では以下の手順で分析を行う。
　　 　（1） 模擬授業のトランスクリプトを 1分間毎に区切る。1分間も満たないうちに次のアク
ティビティに移った場合はそこで区切り、また最初から 1分間ごとに区切るという
作業を繰り返す。






















　　 　分析を行ってみると、COLT Part Bの欠点が見えてくる。河合他（2007）も述べている
－ 46 －






のであれば、授業の雰囲気が伝わるような分析と一緒に行うことで、COLT Part B をさらに
効果的な分析方法として用いることができるのではないだろうか。
　　 　また、COLT Part B の項目に分類する際に、私自身の中で迷いがあったため一貫した分類







































　今回作成した授業観察・評価観点項目採点表は 1. 授業計画・準備、2. 授業運営・指導、3. 教
























































































































































































　Jack C. Richards（2002）は CURRICULUM DEVELOPMENT IN LANGUAGE TEACHING
の Chapter 7 の Appendixc 5 Qualities and competences of a good English teacher で Murdoch
（1997）の調査項目を紹介している。そこでは大項目として ELT COMPETENCIES, GENERAL 
TEACHING COMPETENCIES, KNOWLEDGE AND ATTITUDES が 設 定 さ れ て い る。 ま た、
Brown（2007） は Teaching by Principles の Chapter 23 Continuing Your Teacher Education
で Good Language-Teaching Characteristics について Technical Knowledge,  Pedagogical Skills, 





　19. Is aware of cross-cultural differences and is sensitive to students’ cultural traditions.
　20. Enjoys people; shows enthusiasm, warmth, rapport, and appropriate humor.
　21. Values the opinions and abilities of students
　22. Is patient in working with students of lesser ability.
　23. Offers challenges to students of exceptionally high students.
　24. Cooperates harmoniously and candidly with colleagues (fellow teachers).
　25. Seeks opportunities to share thoughts, ideas, and techniques with colleagues.
－ 53 －
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　外国語教育メディア学会（LET）は 2011 年に学会創立 50 周年を迎え、記念すべき全国研究大
会が 2011 年 8 月 3 ～ 5 日、横浜市立横浜サイエンス・フロンティア高等学校において盛大に開
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